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資
格
取
得
講
習
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
　
　
受
験
準
備
講
習
会

一
期
日
と
会
場

6
月
24
日
～
25
日

　
　
　
　
十
日
町
市
民
会
館

一
申
し
込
み
期
間
と
申
し
込
み
先

　
講
習
の
一
週
間
前
ま
で
に
十
日
町
地

　
域
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

一
受
講
料

　
協
会
員
二
千
円
、
非
協
会
員
四
千
円

◎
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

一
期
日
と
会
場

7
月
3
日
・
4
日
　
9
時
～
4
時

十
日
町
地
域
消
防
本
部
講
堂

一
申
し
込
み
期
間
と
申
し
込
み
先

6
月
10
日
～
20
日
ま
で
に
地
域
消
防

本
部
予
防
課
へ
。

一
用
意
す
る
も
の

写
真
（
上
半
身
横
3
㎝
×
縦
5
㎝
）

講
習
テ
キ
ス
ト
代
二
三
〇
〇
円

二
日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い
と
資

格
を
得
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

尚
、
詳
し
い
事
は
消
防
本
部
又
は
役

場
総
務
課
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

なかさと”II””ll第285号”Illlロ”MIII

六
月
の
休
日
救
急
医

六
月

二
九

壬
一 三 八 一

日 日 日 日 日
（日） （日） （日） （日） （日）

山 大 津　　　中 富 上　　　山

口 島 南　　　条 田 村　　　口
（電）医 （電）医 （電）病（電）病 （電）医 （電）病（電）医

五院 二院 五院七院 二院 二院二院
1 1 l　　l 1 一　　　1
二中下 二川 三大三北 三神 一田二袋
○央条 九原 一割○原 二二明 一中一町
○通 五町 六野一 六町 七中
三り 七 一一　　　八 九 四

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

人
権
相
談
所
が

　
　
　
開
設
さ
れ
ま
す

　
無
料
人
権
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
私
的
制
裁
、
家
庭
問
題
、
借
地
借
家

金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
、
差
別
待
遇
、

名
誉
毅
損
、
強
制
圧
迫
等
。

◎
日
時
6
月
2
7
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◎
場
所
　
中
里
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i

　
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

一
」
利
用
下
さ
い

　
　
　
　
越
後
田
沢
駅

　
越
後
田
沢
駅
で
は
六
日
町
か
ら
東
京
、

長
岡
か
ら
東
京
、
大
阪
等
、
ど
こ
の
駅

か
ら
で
も
乗
れ
る
切
符
を
は
じ
め
座
席

指
定
券
、
寝
台
券
等
も
発
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
御
利
用
の
一
週
間
前
ま
で
に

駅
（
電
二
〇
四
三
）
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
こ
の
外
、
列
車
時
間
な
ど
も
気

軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
尚
、
駅
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
き

く
た
め
に
、
六
月
三
十
日
ま
で
待
合
室

に
投
書
箱
を
設
け
ま
し
た
の
で
建
設
的

な
御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

　
六
月
六
日
午
前
十
時
か
ら
三
時
ま
で

作
業
の
た
め
市
之
越
、
鷹
羽
で
停
電
と

な
り
ま
す
。

人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
　
名
　
　
　
父
の
名

南
雲
郁
美
　
　
一
男

富
井
由
幸
　
　
由
夫

村
山
　
早
苗
　
　
眞
，
　
一

太
嶋
拓
弥
　
　
正
　
八

樋
口
　
展
久
　
　
克
久

高
橋
朋
子
　
芳
雄

藤
ノ
木
妙
子
　
　
武
司

◎
高
砂

｛
締
灘
田
ま
塁
　

部

落

堀
之
内

豊
　
里

田
　
沢

白
羽
毛

西
田
尻

芋
沢

荒
屋

田
　
代

＋
日
町

｛
縮

｛
翻

｛
翻

｛
縮

｛
雛

◎
馨

井
ノ
川
巳
代
三

山
田
　
タ
ツ

高
野
春
芳 樋

口
信
一
（
二
九
）
通
り
山

滝
澤
八
枝
子
（
一
毒
津
南
町

樋
口
　
豊
平
（
毛
）
荒
　
屋

江
村
　
孝
子
（
二
六
）
津
南
町

阿
部
　
隆
嗣
（
三
六
）
新
屋
敷

大
島
　
則
子
（
三
一
一
）
芋
川
新
田

吉
楽
一
彦
（
一
西
）
宮
中

池
田
美
恵
子
（
一
西
）
十
日
町

桑
原
　
安
行
（
二
三
）
東
田
尻

藤
ノ
木
美
恵
子
（
一
＝
）
十
日
町

年
令
　
　
部
落

（
五
一
）
　
如
来
寺

（
八
三
）
　
下
山

（
究
）
　
臼
羽
毛
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私たちの村
人　口 7，167（一13）

男 3，558（一1）

女 3，609（一12）

世帯数 1，653（＋8）

劉
＿＿、 董

、
“

4月30日現在㈱

■

『

　　　　　　　　　監

　＿羅　と三堅　＝三．

匠≡……璽
　　　　　　　　＝

　一
覇．
　　　　　　　　　動

発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民館

毎月　1回125日
定価　1部　5円
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姻

　さわやかな、初夏のひざしにさ

そわれて、ふと足を止めた学校帰

りの通り道。

　みつけたゼンマイ、ワラビ、ス

ッカシが手にいっぱい。

　友達と一緒の楽しいミ道草ミに

若葉のような明るい笑いがこぼれ

てた……。

たの
　　　　　し

　　　　　　　い道草．．．．．．
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村
民
教
養
講
座

　
一
般
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
地
域
の
連
帯
意
識
の
高
揚
に
つ
と
め
る
。

⑤
9
月

④
8
月

③
7
月

②
％
㈹

①
％
（
オ
⇒

期
日

　遺
中　跡
里　　と

村

北
越
雪
譜
（二）

北
越
雪
譜
（一）

　中
の　里
植　村
物

　庚
と　申
信　講
仰

主
題

知　古　も　村　国
る　代　と　遺　学
o　の　に　跡　院

　生　　’発　大
　活　中　掘　学
　ぶ　里　調　の
　り　村　査　中
　を　の　を　里

を　ま　連　び　を　鈴
学　つ　も　　’　わ　木
ぶ　わ　み　中　か　牧
。　る　な　里　り　之

　珍　が　村　や　の
　談　ら　と　す　随
　奇　雪　の　く　筆
　説　に　関　学　集

に　を　れ　植
学　野　る　物
ぶ　外　中　の
。　観　里　宝
　察　村　庫
　を　の　と
　中　植　い
　心　物　わ

て　塔庚
多　な　申
面　ど　信
に　由　仰
学　来　の
ぶ　に　形
。　つ　態

　い　や

内
容

小　学　国
林　助　学
達　教　院
雄　授　大

高　川
橋　西

　高
実　校

相　校　貝
沢　長　野
陽　　　中
一　　　学

上　　　十
村　市　日
政　役　町
基　所

講
師

あ
と
四
回
の
内
容
は
、
九
月
に
案
内
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　婦人教養講座

各
　　　　　　　婦人をとりまく環境の変化を認識し、それに対

　　　　　　応するための一般的な知識や技術に関する学習を

　　　知深める・

種　　　ろ　日時　　内　　　容　　講師
　　　　い　　　つ　　①％（月）　r松代町中里村婦人会交換会j　　倉俣小教1

講議9：00か鷲需齢澱栃倉典
　　　ろ4：00アトラクシ，ンを紹介しあって

座　　　　い　　　っ　　　　　　心と心の結びつきを深める。

　　　　・　　　　　　　（於：総合センター）

内
　　　考　　②％㈹　r育児について」　　　　　　　保　　母

　　　え1：30育児上の問題点を話し合い・

容糠「欝準、，費計
　　　　●　　1：30　　　日常生活で欠かすことのでき　ター

案　　　　　　　～　　　ない合成洗剤をあれこれ考える

　　　　　　4：00　　（於：総合センター〉

家庭教育講座
　子供の成長に果たす家庭教育の重要性を考え、

家庭における親、大人の役割とあり方を学び、よ

りよい家庭環境づくりをめざす。

日　時 内　　　　　容 講師

①％帽）

9：00
　～

4：00

r松代町中里村婦人会交換会j

　両町村の婦人会員が、婦人に

かかわる諸問題を話し合い、又

アトラクションを紹介しあって

心と心の結びつきを深める。

（於：総合センター）

倉俣小教頭

栃倉典

②％㈹

1：30
　～

4：00

r育児について」

　育児上の問題点を話し合い、

望まい、育児法を学ぶ

（於：総合センター）

保　母

③％㈹

1：30
　～

4：00

r合成洗剤あれこれ」

　日常生活で欠かすことのでき

ない合成洗剤をあれこれ考える

（於：総合センター〉

消費者セン

ター

④％③

1：30
　～

4：00

r栄養と食事」

　バランスのとれた食事とは、

など栄養を考えた食事を具体的

に学ぶ

　（於：総合センター）

こぶし会

滝沢　ノブ

⑤％㈹

1：30
　～

4：30

r村内めぐり」

　村内めぐりで、村の新発見と

再認識を

　（於：未定）

役場職員

⑥％㈹

1：30
　～

4：00

「話し方教室」

　自分の考えや気持を相手に伝

えるための、話法や表現方法を

学ぶ

（於：総合センター）

高道山小学

校長

田中　正巳

内

（
灘
欝
灘
）

日　時 内　　　　　容 講師

①％㈹ r青春！非行」 長岡警察署

1：30 非行の実態を見つめ、親の知 少年係

～ らない世界にスポットをあてる 高森美紀子

4：00 （映画r親の知らない世界」

於：総合センター）

②％㈹ r父親の役割」 田沢小学校

7：30 家庭において父親の果たさね 長

～ ばならない役割について 小林稔

9130 （映画rお父さんあなたの出番

です」　於：総合センター）

③％㈱ r子供の性」 十日町保健

1：30 子供の性の悩みの実態と親の 所長

～ 態度にっいて 丸太　貞介

4一：00 （映画r子供の性の悩みと親の

態度」　於：総合センター）

④％㈹ r意志の強い子を育てるには」 新大教授

1：30 意志の強い子供に育てる条件

～ や、そのための親の態度について 細井房明

4：00 （於：総合センター）

⑤％㈲ r親子とはなにかj 中条中学校

1130 現代の親子関係に欠けている 長

～ ものはなにか考えてみる 若月　義郎

4：00 （映画r親子とはなにか」

於：総合センター）

⑥％働 r子供の恋」 倉俣小教頭

1：30 子供の異性への関心の実態と

～ 親の対処について 栃倉典

4：00 （映画r娘の初恋」

於：総合センタ」）
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今
年
の
郡
市
社
会

教
育
大
会
は
、
中
里

村
総
合
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
六
月
十
五

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
大
会
で
は
、
主

題
と
し
て
「
八
○
年
代
の
公
民
館
展
望
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
八
○
年
代
に
予
想
さ

れ
る
生
活
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
地
域
住
民
と
公
民
館
の
結
び
つ
き

を
更
に
深
め
る
た
め
の
方
向
と
方
法
の

1
国
民
年
金

一
端
を
さ
ぐ
り
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、

当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
の
受
付
に
続

い
て
十
時
か
ら
は
国
立
教
育
研
究
所
の

横
山
宏
先
生
の
「
故
郷
興
し
と
公
民
館
」

と
題
し
た
講
演
、
午
後
か
ら
は
郡
市
内

　
　
　
　
　
　
　
免
除
手
続
き
は
早
目
に

た
だ
今
、
昭
和
5
5
年
度
（
55
年
4
月

～
5
6
年
3
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険

料
免
除
制
度
の
手
続
き
受
け
付
け
中
で

す
。
保
険
料
の
免
除
と
は
失
業
し
た
り
、

災
害
に
あ
っ
た
り
し
て
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
場
合
、
県
知
事
に
申
請

書
を
提
出
し
、
審
査
承
認
を
受
け
、
そ

の
年
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
怠
り
、
保
険
料
を
滞
納

し
て
お
く
と
、
将
来
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額

は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
青
と
な
り
、

年
金
を
受
け
る
時
に
不
利
に
な
り
ま
す

が
、
追
納
と
い
っ
て
免
除
を
受
け
て
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
除

年金には油断は禁物です

o
年金山

料
額
で
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
追
納
を
利
用
す
れ
ば
年
金
額
は
保

険
料
を
納
め
た
人
と
同
じ
く
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
後
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
是

非
追
納
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

の
四
人
の
公
民
館

役
職
員
と
参
加
者

に
ょ
る
パ
ネ
ル
討

議
「
住
民
参
加
の

公
民
館
活
動
を
推

進
す
る
に
は
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
是
非
参
加
し
て
、
地
域
と

公
民
館
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

き
き
き
き
き
き
き
き
き
き

　
　
　
　
　
　
◎
冷
蔵
庫

［二韓協で工夫を（細

冷
蔵
庫
は
、
温
い

も
の
の
近
く
や
直
射

日
光
を
さ
け
風
通
し

の
良
い
所
に
お
き
ま

し
ょ
う
。
熱
が
こ
も

ら
ず
、
ム
ダ
な
電
気

を
使
わ
な
い
た
め
に
、

冷
蔵
庫
の
う
し
ろ
を

壁
か
ら
10
㎝
以
上
離

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
あ
か
り

　
電
灯
や
螢
光
灯
を

明
る
く
す
る
に
は
、

ほ
こ
り
な
ど
の
汚
れ

を
落
と
し
、
な
る
べ

く
低
く
つ
り
ま
す
。

汚
れ
が
ひ
ど
い
と
明

り
が
20
％
程
度
落
ち

村民教養講座
　6月の案内

◎r庚申講と信仰」

　6月5日　午後7時30分～9時30分
　会場　総合センター

　　　　　　講師　上村　政基氏

◎r中里村の植物」一野外観察

　6月20日（雨天の場合は27日）

　午前10時総合センター前出発

　　　　　　講師　相沢　陽一氏

　野外観察は魚沼スカイライン方面とな

　ります。野外観察終了後野草の試食会

　を計画していますが、こちらへも参加

　希望の方は会費500円です。

　参加募集　先着25名。

　申し込みは6月14日迄に公民館

　　（電2493）へ。

ま
す
し
、
高
さ
が
去
に
な
れ
ば
明
る
さ

は
四
倍
に
な
り
ま
す
。
電
球
（
60
W
）

の
消
し
忘
れ
を
一
日
一
時
間
な
く
す
る

工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
風
呂

　
少
な
め
に
沸
か
し
て
、
熱
く
し
て
か

ら
う
め
る
よ
り
も
最
初
か
ら
き
ち
ん
と

し
た
水
の
量
を
汲
み
込
む
方
が
ガ
ス
代

も
時
間
も
ム
ダ
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
風
呂
は
な
る
べ
く
時
間
を
お
か
ず
に

入
っ
た
方
が
経
済
的
で
す
。
入
浴
時
間

を
一
日
30
分
短
か
く
す
る
工
夫
を
し
て

み
ま
し
よ
う
。

　
以
上
三
点
を
工
夫
す
る
事
に
よ
っ
て

中
里
村
全
体
で
は
、
一
ケ
月
に
二
百
2

入
り
の
ド
ラ
ム
缶
約
48
本
分
の
石
油
を

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
簿
記
講
座
が

　
　
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す

　
農
業
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
後
継
者
グ
ル
ー
プ
「
つ
ま
り
会
」

を
中
心
に
し
た
「
農
業
簿
記
講
座
」
が

毎
週
水
曜
日
、
多
目
的
研
修
施
設
（
総

合
セ
ン
タ
；
前
）
で
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
経
営
分
析
の
た
め
に
、
簿
記

を
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
う
方
は
役
場

産
業
課
、
後
継
者
育
成
担
当
宛
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　
田
沢
・
高
道
山
地
区

　
婦
人
会
が
老
人
を
慰
問

　
田
沢
地
区
婦
人
会
で
は
、
各
世
帯
か

ら
五
十
円
の
寄
附
を
募
り
、
去
る
五
月

七
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
と
地

区
内
の
寝
た
き
り
老
人
を
見
舞
い
ま
し

た
。
又
、
同
日
、
高
道
山
地
区
婦
人
会

で
も
妻
有
荘
を
慰
問
し
ま
し
た
。


